
遊佐町持家住宅リフォーム支援金に関する書類を提出する際、必ず確認していただきたい事

項が記載されております。 

書類提出の前に必ずご確認いただき、不備のない書類の提出にご協力ください。 

 

◇これまでとの変更点 

 １）手続の流れが変わりました 

 これまで、交付申請書を一番初めに提出いただいておりましたが、令和５年度より、事業認定

の形へ改めることとなりました。これに伴い、申請者の方よりご提出いただいておりました請求書

は不要となり、実績報告書に振込先口座の記入欄を設けております。実績報告書の提出の際に、

「振込先のわかる通帳の写し」と「補助金等交付申請書」が必要となりますので、代理提出を行う

際は取扱いに十分な注意を払っていただきますようお願い致します。 

 令和４年度まで 令和５年度から 

交付申請時 

・補助金等交付申請書 

・事業計画書 

・請負契約書の写し 

・見積書の写し 

・着工前写真 

・下請業者内訳書 

・特殊工事基準点算出表 

・事業認定申請書 

・事業計画書 

・請負契約書の写し 

・見積書の写し 

・着工前写真 

・下請業者内訳書 

・特殊工事基準点算出表 

変更申請時 

・交付変更（中止）申請書 

・見積書の写し 

・着工前写真 

・事業変更（取下げ）承認申請書 

・見積書の写し 

・着工前写真 

実績報告時 

・実績報告書 

・領収書の写し 

・完成写真 

・事業実績報告書 

・領収書の写し 

・完成写真 

・補助金等交付申請書 

・振込先のわかる通帳の写し 

請求時 
・交付請求書 

・振込先のわかる通帳の写し 

 

 

 ２）附属建物の取扱いが変更になりました 

令和４年度にも各事業所宛てに通知させていただいたとおり、対象となる附属建物は、物置、

車庫、カーポート等居住している住宅と一体として使用する附属建物に限り、農業に用いる倉、

土蔵、農作業小屋等及び事業に用いる附属建物は対象となりません。 

 

持家住宅リフォーム支援金 記入マニュアル 



◇記入に関しての注意事項とお願い 

 過去の申請で見られた注意点や町からのお願いを記載しております。必ずご確認ください。 

 

□申請者の氏名の漢字に誤りはありませんか？ 

  →（高橋、髙橋）や（齋藤、斎藤、斉藤、齊藤）等、正しい漢字かご確認ください。 

□住所や連絡先の電話番号は申請者の正しいものですか？ 

  →小字の誤り、電話番号誤りが見られます。ご確認ください。 

□契約日は原本に記入されていますか？ 

□契約書の工期、事業計画書の工期は記入されていますか？ 

  →提出日の翌日からの工期では事業認定通知は出ません。事業認定通知の日以降の日付

か、提出日の１０日後に工事着工日を設定してください。 

□工事内容詳細、業者の種類は記入されていますか？ 

  →空欄の場合が見受けられます。必ず記入してください。 

□工事着工前の写真は全て添付していますか？ 

  →元請け下請け含め、全て提出してください。足りない写真がある場合、その箇所は対象外と

なる場合があります。 

□見積書は「一式」として計上していませんか？ 

  →詳細な見積書のご提出をお願いします。 

□見積書に「別紙明細のとおり」と記載している場合、明細は添付していますか？ 

  →別紙がある場合は必ず添付してください。 

□見積書の日付はきちんと記入されていますか？ 

  →提出日より未来日、見積もり有効期間内か確認してください。 

□事業変更承認申請に、着工前の写真は添付していますか？ 

  →急に追加になった場合でも、着工前写真がなければ支援金の対象となりません。 

□契約書、領収書には印紙は貼ってあり、割印がありますか？ 

  →割印がなく、写しにハンコを押したものでは正式な書類とは言えません。確認してください。 

□工事完成箇所の写真は全て添付していますか？ 

  →下請けに出したため写真がない等は理由になりません。全ての写真の添付をお願いします。 

□提出する書類に空欄はありませんか？ 

  →不明な箇所はお問い合わせいただくか、提出の際にご確認ください。 

 

■屋根の一部のみを葺き替える場合、コンセントの交換や窓の交換の場合、図面の提出にご協

力ください。 

■下水道接続の場合、汚水桝、公共桝の位置がわかる配置図の提出にご協力ください。 

■着工前と工事完了が比較できるような写真の撮り方にご協力ください。 

  

毎年利用しているからこのくらいは記入しなくても、添付しなくても

大丈夫だろうという安易な考えで不備のないようにお願いします。 



  

記入例 

あくまでも記入例となります。 

町で用意している様式以外（契約書、見積書、領収書等）は、

各社の様式をご利用ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入していただくか、印字をお願

いします。 

事業認定申請書 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事期間は事業認定通知が出た後

の日にちか提出日より 10 日後の日

にちを記入ください。 

提出日翌日の日にちを記入されて

も、事業認定通知は出ません。 

工事内容詳細は記入してください。 

大規模改修の場合、「住宅改修」ではなく LDK、

和室、トイレ、浴室等工事箇所を記入ください。 

工事請負業者の種類、会員の有

無は、毎回必ず記入してください。 

事業計画書（表面） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必ず申請者本人の自署でお願いし

ます。 

業者が代行で作成した際、印字さ

れていることがあります。 

事業計画書（裏面） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工期の開始日は事業認

定通知が出た後の日か

申請日の 10 日後の日に

ちにしてください。 

金額に誤記がないよ

うにしてください。 

コンマの位置がずれ

ている、桁数が違う等

が過去に見受けられ

ました。 契約日が原本に記入されている

か確認してください。 

写しに記入したものは正式な契

約書とは言えません。 

双方の記名、押印がされているか確

認してください。 

工事請負契約書（例） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一式と計上されている工事に

ついては、積算根拠となる明

細を添付してください。 

見積書（例） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組織加入の有無にマルを

つけてください 
請負金額の 1/2 以上が町内

業者になっているか確認して

ください。 

なっていない場合、支援金の

対象となりません。 

下請業者内訳書 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

該当する箇所にペン書きで記入してく

ださい。 

不明な場合は提出時に担当へ確認を

お願いします。 

合計点数を記入してく

ださい。 

特殊工事基準点算出表（左面） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移住世帯、子育て世帯に該当する場合は住民票謄本の

写し、新婚世帯に該当する場合は戸籍の写しをご提出く

ださい。 

下部の世帯要件に該当する場合は記入し

てください。 

特殊工事基準点算出表（右面） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業変更承認申請書 

使用材料等による工事費の増減、工事

箇所が追加になった場合は必ず見積書

を添付してください。 

工事箇所が追加になった場合、着工前

写真がないと支援金の対象とはなりませ

んので、必ず添付してください。 

 
該当する方にマルをつけるか、非該当

の方に線を引いてください。 

空欄で提出せず、必ず変更内

容を記入してください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
該当する方にマルをつける

か、非該当の方に線を引い

てください。 

 

「中止します」だけではなく、必ず取

り下げの理由を必ず記入してくださ

い。 

資金面等、明確にできない場合は

「自己都合により取下げを希望」等

を記入してください。 

事業取下げ承認申請書 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

契約書や事業計画の工事期

間ではなく、実際に工事を行っ

た期間を記入してください。 

提出書類に不足

がないようにお

願いします。 

完成写真は工

事箇所全て提出

してください。 

請求書の提出が不要になったため、

申請者名義の口座情報の記入をお願

いします。 

あわせて振込先のわかる通帳の写し

の提出もお願いします。 

事業実績報告書 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

補助金等交付申請書 

記入していただくか、印字をお願

いします。 

事業認定通知書（変更があった場合は変更承認申

請書）に記載されている金額を記入してください。 

誤記の場合は訂正印等で訂正せず、改めて記入を

お願いします。 



 

  



 

写真の撮り方 

（参考） 

①着工前後が比較できる写真（一枚で上下等に配置） 

②着工前後が比較できる写真（申請時と同じ画角で完成写真を撮影） 

③特殊工事の詳細な写真（瓦の葺き替え時の新旧の瓦の重さを比較） 



 



 



 



 


